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１． はじめに 

 天然繊維製品の製造工程では、アルカリ薬剤や界面活性

剤を用いる精練プロセス、塩素系薬剤を用いて高温処理を

行う漂白プロセス等がある。これらの処理過程はエネルギ

ー多消費型であり、加えて、環境負荷の観点からも改善が

求められる。近年、これら処理に代わる新たな処理技術と

してAOT(Advanced oxidation technology)が期待されている。

しかし、オゾン水と紫外線を組み合わせた AOT 処理では、

その後の高温乾燥時に生地の色が白から黄に変色する(色
戻り)問題がある。色戻りの原因としては、AOT 処理と加

熱によりセルロースが酸化されることで生じる共役結合

が考えられている。そこで、色戻りの防止を目的に AOT
処理と還元剤処理を組み合わせた処理技術を確立した。処

理前の綿布に、AOT 処理および還元処剤理を行い、生地

の色の変化を反射スペクトル測定によって評価した。還元

剤には、ハロゲンフリーで知られるロンガリット試薬を用

いた。

２． 実験及び結果 

図 1 のように、電解生成されたオゾン水(1.0 ppm)を流量

1.5 L/min で漂白前の綿布に滴下した。同時に UV スポット

光をオゾン水の滴下位置に照射した。

図 1. AOT 処理方法

図 2 には、各 AOT 処理時間における綿布の反射スペク

トルを示す。処理時間が増えるにしたがい反射スペクトル

は増加した。60 分間の処理で従来法と同程度まで漂白さ

れた。図 3 には各試験条件での、綿布の反射スペクトルを

示す。ロンガリット処理なしで高温乾燥したサンプル(緑)
は AOT 処理後のスペクトル(黒)から反射スペクトルが減

少したのに対して、ロンガリット処理後に高温乾燥したサ

ンプル(赤)では、スペクトルの減少はなく、AOT 処理後の

サンプル(黒)と同等の反射スペクトルを示した。

図 2. 各 AOT 処理時間による 綿布の漂白過程における反射スペ

クトルおよび外観の変化。比較として従来法で漂白した綿布 (黒

線)を示す。 

. 

図 3．各試験条件での、綿布の反射スペクトルと外観図。緑線：

ロンガリット処理なしで高温乾燥した。赤線：ロンガリット処理

後に高温乾燥した。黒線：60 分の AOT 処理後。

図 4．水滴による撥水性試験。精練および漂白前の綿布（左）と

30 分の AOT 処理後の綿布（右）。

図 4 は、精練および漂白前の綿布と AOT 処理後の綿布

の撥水性を検証した写真である。精練および漂白前の綿布
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(左)では、水滴が生地に浸透しないのに対して、AOT 処理

後の綿布(右)は、水滴が生地に浸透した。 

３． 考察及び今後の展開 

本研究の結果、オゾン水と UV を組み合わせた AOT 処

理では、綿布を従来法と同程度まで漂白することが可能で

あった。また、AOT 処理後の高温乾燥処理時に生じる色

戻りについては、還元剤であるロンガリットによる処理で

防止できた。また、精練前の綿布に実施した AOT 処理で

は、綿布表面が親水性となった。これは、精練前の綿布に

含まれるワックス成分が AOT 処理により除去されたため

であると考えられる。したがって、オゾン水と紫外線を組

み合わせた AOT 処理は、精練と漂白の 2 つのプロセスを

1度に行うことができる処理方法であることが示唆された。

本研究の成果は、天然繊維製品の精練および漂白工程の代

替となる極めて環境負荷の少ない処理技術であるといえ

る。
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